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                                         ２０１８年５月２４日 

東京急行電鉄株式会社 
 

当社は、東横線渋谷～代官山間の地下化によって新たに創出されたトンネル上部の線路跡地で推進する、 

２０１８年秋開業予定の「渋谷代官山Ｒプロジェクト」について、施設名称を「渋谷ブリッジ（ＳＨＩＢＵＹＡ ＢＲＩＤＧＥ）」

に決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「渋谷ブリッジ」という名称には、多世代・異文化への「橋渡し」、渋谷と代官山という異なる顔を持つエリアの

「橋渡し」をしたいという想いを込めています。渋谷に訪れるさまざまな世代・文化を繋ぎ、東横線の記憶を次の

世代へ受け継いでいくとともに、渋谷～代官山間の回遊性を向上しながら賑わいを創出します。また待機児童や

訪日外国人受け入れなど、地域のニーズに応え、渋谷の南側エリアに新しい街の魅力を創出する施設を目指し

ます。 

 

ロゴマークは、「ＳＨＩＢＵＹＡ」と「ＢＲＩＤＧＥ」の頭文字を、鉄道標識をイメージした菱形にデザインしました。 

「Ｓ」は多世代・異文化・エリアを「繋ぐ」イメージ、「Ｂ」は線路の枕木の形状をモチーフにしています。また、  

「ＢＲＩＤＧＥ」の「Ｒ」にアンダーバーを施すことで、「Ｒａｉｌ‐Ｒｏａｄ（鉄道上部）」、「Ｒｅｂｏｒｎ（再生）」、「Ｒｅｌａｙ（継ぐ）」

という言葉や、円の半径を表しカーブを意味する「Ｒ（アール）」を受け継ぐことを表現しています。 

 

「渋谷ブリッジ」は、約６００ｍに渡って整備される渋谷川沿いの遊歩道の先に位置し、Ａ棟・Ｂ棟の２棟の建物

で構成される複合施設です。Ａ棟には、保育所型認定こども園「渋谷東しぜんの国こども園 ｓｍａｌｌ ａｌｌｅｙ」が開

園します。短時間保育への取り組みや子育て支援スペースなどの機能も備えます。Ｂ棟には、多様な人々が交

流する場となるホテル「ＭＵＳＴＡＲＤ ＨＯＴＥＬ」や、入居者が自由に空間を創ることができる仕様のオフィス、 

地域に新たな人々を呼び込む店舗やカフェなどの機能を備えます。 

 

当社は、渋谷ストリームや官民連携による渋谷川の整備とともに本計画を推進し、渋谷～代官山の渋谷駅

南側エリアの回遊性を高めることで、広域渋谷圏の魅力向上や、渋谷が「日本一訪れたい街」となることを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

渋谷代官山Ｒプロジェクトの施設名称を「渋谷ブリッジ（ＳＨＩＢＵＹＡ ＢＲＩＤＧＥ)」に決定！ 

～さまざまな世代・文化を繋ぎ、渋谷と代官山の「橋渡し」により、新しい街の魅力を創出します～ 

 

 

■「渋谷ブリッジ（ＳＨＩＢＵＹＡ ＢＲＩＤＧＥ）」ロゴマーク 

（商標登録出願手続き中） 

▲認定こども園が開園するＡ棟外観イメージ ▲Ｂ棟外観イメージ（代官山駅側） 
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【 別紙 】 

■施設名称  

施設名称を、「渋谷ブリッジ（ＳＨＩＢＵＹＡ ＢＲＩＤＧＥ）」に決定しました。多世代・異文化への「橋渡し」と、  

渋谷と代官山という異なる顔を持つエリアの「橋渡し」をしながら賑わいを創出し、渋谷の南側エリアに生まれる

新しい街の魅力を創出する施設でありたいという２つの想いを込めました。そして東横線線路跡地を再生する

プロジェクトとして、かつてこの地にあった東横線の記憶を次の世代へ受け継いでいくものです。 
 

■施設ロゴマーク 

「ＳＨＩＢＵＹＡ ＢＲＩＤＧＥ」 の頭文字を、鉄道標識をイメージした菱形に落とし込み、「Ｓ」は異文化・多世代そ

してエリアをつなぐイメージ、「Ｂ」は線路の枕木の形状をイメージしてマーク化し、本施設の建築デザインやエリ

アが持つイメージをグラフィックに落とし込むため、手描きテイストをベースにデザインしました。 

また、プロジェクト名称でもある「渋谷代官山Ｒプロジェクト」の「Ｒ」 に込められた「Ｒａｉｌ‐Ｒｏａｄ（鉄道上部）」、

「Ｒｅｂｏｒｎ（再生）」、「Ｒｅｌａｙ（継ぐ）」という言葉や、円の半径を表しカーブを意味する「Ｒ（アール）」を受け継い

でいくために、「Ｒ」にアンダーバーを施しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

■「渋谷ブリッジ」概要 

【プロジェクトメンバー】 

○事業主：東京急行電鉄株式会社   

○プロデュース：株式会社ＴＨＩＮＫ ＧＲＥＥＮ ＰＲＯＤＵＣＥ 

○建築デザインディレクション：有限会社ＴＲＩＰＳＴＥＲ 

○設計監理：株式会社東急設計コンサルタント  

○施工：東急・大林建設工事共同企業体 

 

【施設概要】 

所 在： （Ａ棟）東京都渋谷区東一丁目２９番１号 

        （Ｂ棟）東京都渋谷区東一丁目２９番３号 

用 途： （Ａ棟）保育所／（Ｂ棟）ホテル・事務所・店舗 

延床面積： （Ａ棟）１，２８２㎡／（Ｂ棟）４，３７０㎡ 

階 数： （Ａ棟）地上３階／（Ｂ棟）地上７階 

高 さ： （Ａ棟）約１５ｍ／（Ｂ棟）約２６ｍ 

開 業： ２０１８年秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷駅側 代官山駅側

渋谷東しぜんの国こども園 small  alley

約1,220㎡
（定員：1１４名）

断面図

事務所
約1,50０㎡※

（基準階：約３００㎡／階）

ＭＵＳＴＡＲＤ ＨＯＴＥＬ
約2,000㎡

（客室数：７６室）

店舗
約27０㎡※

カフェ＆バー・ラウンジ子育て支援施設

ルーフトップ
テラス

渋谷川沿い遊歩道から
繋がる自由通路

渋谷川沿い
遊歩道 Ａ 棟 Ｂ 棟

※テラスなど含む

※テラスなど含む

LOG ROAD DAIKANYAMA
（ログロード代官山）

渋谷ブリッジ
Ａ棟

Ｂ棟

渋谷ストリーム

遊歩道整備

▲計画地 

（商標登録出願手続き中） 

▲用途構成イメージ 
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■コンセプト 

かつて東横線が走っていた線路跡地を再生し、異文化・多世代をつなぐ、渋谷代官山Ｒ（Ｒａｉｌ‐Ｒｏａｄ、 

Ｒｅｂｏｒｎ、Ｒｅｌａｙ）プロジェクト。渋谷ストリーム、渋谷川沿いの遊歩道から代官山に賑わいをつなぎ、新たな人

の流れを作るため、駅前とは異なる魅力を持つ機能・用途を複合させ、高感度で多様な人々が集まる場所を創

造します。 

広域渋谷圏における新たな都市機能を補完するとともに、多様な人々が集まることで地域独自の魅力創出

に寄与し、世界へ渋谷の魅力を発信していくことを目指しています。 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SHIBUYA
BRIDGE

Hotel

Nursery Office

Shop
Cafe

Lounge

多様な客室タイプを
持つホテル

地域に新たな人々を
呼び込む店舗

Travelers
旅行者

Neighbors
地域住民

Visitors
来街者

Families
家族

Workers
就業者

地域に開かれた
保育所

入居者が自由に
空間を創れるオフィス

さまざまな人々の
交流の場


